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この報告書は、 1級河川清滝川の分水路改修工事に先立って、昭和53年度に

大阪府教育委員会が行われた試掘調査に引続いて、昭和54年度に四篠畷市教育

委員会が実施いたしました当該地域の、全面発掘調査の概要であります。

四候畷市清滝に所在している正法寺跡につきましては、古瓦等の出土有、ら白

鳳時代に創建された古代寺院であることが知られていました。昭和44年の冬に、

枚方・富田林・泉佐野線の打上バイパスの延長予定地がこの寺域にあたるため、

大阪府教育委員会の子によって予定地内の事前調査が行われました O その結果、

奈良時代前期から室町時代に至る閣の遺物の出土があり、また寺院の遺構の概

要も推定されるに至りました。その後、昭和51年度には問篠畷市教育委員会の

手により、寺跡の範囲確認調査を実施いたしましたので、更に寺跡の概要を明

らかにすることができたのであります。

今回清滝川分水路改修工事に関しましては、調査地域が正法寺遺構の東端部

分であること、更にこの附近には双子塚と u乎ばれる地名があり、この士気iから出

土した石棺が現存していることから、清j竜地域の古墳群の存在を予想しっ、慎

重な調査を実施いたしました O 結果は予想通り、正法寺遺構の東端部分に古墳

2基、合日空棺墓の発見となりました。またこの地点から縄文後晩期の土器片、

石器等の出土もあり、調査の目的を果すことができましたことは大きな幸であ

りました O

この調査に関しましては、大阪府枚方土木事務所、大阪府教育委員会をはじ

め数多くの方々のご指導、こ協力をいた J きました O ここに深く感謝の意を表

します。

四篠畷市教育委員会

教育長楼井敬夫
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1 .本書は、四fl菜!日投市教育委員会が、昭和月3年度~昭和54年度に 1級河川清滝川

分水路改修工事に先立ち、大阪府枚方土木事務所より委託を受けて実施した凹

協同~l ffi大字清滝402f也に所在する清滝古墳群発掘調査の概要報告書Lである。

2.調査は、昭和54年 2月19日に着手し、昭和54年 3月31日に昭和53年度調査事

業を、 又、昭和54年 8月22日に着子二し、昭和55年 3月31Elに昭和54年度調査事

業をそれぞれ京冬了した。

3.発掘調査は、教育委員会社会教育課技師・野島 稔を担当者とし、調査補助

員として永井英司があたった。

出土遺物の整理・実測などについては、野島 稔、永井:.J英司、相松 透、水

井零チ、阪本福美千、 )11本云智千、木本{命J工、井手恵千、溝上ーキヨ力、鴨川羊

子、井上智子、 山口文代、武出美12代、 LLi U真説、勝里子三水流、樋口博千、松

陪j俊j工、畑中みゆき、植田真紀があたった。

4.本書の執筆は、野島 稔が行なった。

5.発掘調査の進行・報告書作成などについては、大阪経済法科大学・瀬川芳日iJ、

大阪府教育委員会.illf上丈助、堀江戸j也、財団法人枚方市文化財研究調査会・

宇治田和生、三宅俊隆、桑原武志、東大阪市教育長員会・ 1"村i同文の各氏から

種々のご教示をうけた。なお調査の実施にあたっては、小合外二氏には終始懇

切なご協力をうけることができた。記して)￥く感謝の意を表したい。

6. 発掘調査の進行については、大阪府枚方土木事務所ゐ太間~Jx~ .調査作業につ

いては、株式会社フジタ工業、・桑原組、典型f重機の全面的な協力を た。
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清滝古墳群発掘調査概要

I調査に至る経過

i青j竜古墳群は、四候!畷市大字清滝402番地他に所在する。この古墳群のある清滝丘陵には、

現在約 2町四方の水出地に正法寺の字名が残り、 LJ鳳時代の薬師寺式の伽藍配置と推定さ

れる大寺院によって古墳群を削平して建立している。

正法寺跡については、古くから占瓦等の発昆で寺跡、の存在が周知されていた。近年、こ

の附近も宅地開発の波がおしょせ刻一刻変貌していった。しかしこれまで当寺院の発掘調

査が行なわれていなかったためにまだまだ不明な点が多かったが、昭和44年以降3回の発

掘調査が実施され、大きな成果をあけ、ている O 昭和44年12月に大阪府教育委員会が府道枚

方・富出林・泉佐野線が寝屋川市打上~国道163号線に至る新設バイパス予定地内の事前

発掘調査を行なった。その結果、石積基壇、東西にのびる土大溝・井戸などの遺構が

検出され、各遺構内から奈良時代前期~室町時代にかけての瓦や土器の出土が報告されて

いる。これらの遺構・遺物から正法寺跡の伽藍配置図が推定で示されている。

昭和51年度には、匹i候i駁市教育委員会が国庫補助金事業として寺域範囲確認調査を実施

した。その結果、東西約 108m (360尺)・南北約145m (483尺)の範囲に広がる奈良時代

前期の寺院跡で、あることが確認された。確認された遺構としては、!隔3mの西側築地跡、遺

構が検出し、奈良時代前期~平安時代に至る尼大な軒丸瓦・軒平瓦・平瓦などが発見され、

又、中門推定跡では断面観察によって基壇の一部を検出し、縫石及び瓦類の出土があった O

金堂推定跡については、 k面において鎌倉時代の石組井戸 1基を検出した O この調査によ

って正法寺跡の中心伽訟と推定されているところについては比較的保存状態が良好で、ある

ことが明らかであった O

間保111設rn-地籍凶に小字正法寺と記録されている東端の場所にむいても遺物の散布がみら

れ、この土地について昭和52年度国庫補助金事業の交付をうけて四侠蝦市教育委員会が実

古包することになった。

調査地は、大字清滝402番地で表土下約2mで地山に達した。 遺物包含!留から平瓦・須

恵器・土師器片が多量に出土した。この清滝402番地までが正法寺跡であったことが明ら

かである。

北側の大字清滝362-2番地の水回が小字「双子塚」として地元では呼ばれており、以前古

墳時代後期の家形石棺がここから発見されたと言い伝えられている。今なお双子塚発見の
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石棺蓋は正法寺跡東方の国中神社入口に、又、石棺の身は中野の現・正法寺境内にそれぞ

れ分離して置かれている。

今凶の調査については、昭和53年に消淀川分水路改修工事子定地区間の試掘調査を大阪

府教育委員会文化対保護謀主査堀江門也氏によって実施された O 調査の結果、大字i出走362

2番地の水田において議;1犬遺構が険出され、遺構内から数多くの土器が出土したことに

よって、本倍調査を実施することに至った。

調査についぐは、大阪府伐方土木事務所・大阪町教育委共会・凶隙11駁rli教育委品会の三

者の協議により、四篠崎市教育委員会が本絡調査を実施することになった。

- 2 
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H遺跡の位置と歴史的環境

i青滝古墳群は大阪府間保畷市大字清滝に所在する。田保畷市は大阪府の北東部に位置し、

奈良県A 左の県境になる O 南北に通じる東高野街道と東西に横切る清滝街道の交叉地にあり、

睦路交通の要地となし、中世には清滝、逢阪千車干と呼ばれる中世村落として栄えていた。

このような地理的に重要な位置を占めていたことは、原始・古代においても同様、文化的

先進地域の様相を呈し、多くの遺跡の存在が知られている。

当古墳群は生駒山系の西側斜面から派生する洪積層の海抜30~35m の丘陵地形を利用し

て立地している。東の生駒山系から流れる水は讃良川・清滝JI[ .権現川となり、いず、れも

丘陵を横切りつつ東西に谷地形を形成している。

今回の調査地はこの清滝川の右岸から発見されている。

生駒山系の西側斜面の枚方台地は、北は八幡丘陵から南は南里子丘陵までの淀川左岸にひ

ろがる広大な丘段、段丘があり、この枚方台地は大きく北から枚方市船橋川・穂谷川・交

野市天野川・寝屋川市寝屋川・四候自主市讃良川・清滝川!という中小河川によって聞かれて

いる。この枚方台地には原始・古代の幾多の遺跡の存在が知られている O

最近になって旧石器時代遺跡の発掘調査が行なわれるようになった。枚方台地の旧石器

時代遺跡としては、国府期のナイフ形石器・有d尖頭器が出土している枚方市楠葉東遺跡、

ナイフ形石器・小型舟底形石器・石核が出土した津田三ツ池遺跡、細石器・石核が出土し

た藤阪宮山遺跡、国府型ナイフ形石器・石核が出土した交肝市神宮寺遺跡、ナイフ形石器

・細石器。削器・彫器・機器等を出土した讃良川!遺跡、有舌尖頭器を出土した市山下遺跡

が知られ、他に表面採集された寝屋川市打仁同様畷市忍ヶ岡吉墳附近においてもナイフ

形石器が採集されており、旧石器文化研究 1:枚方台地はきわめて重要な位置をしめている。

縄文時代には米粒状文、山形文を施した押型文土器を特徴とする土器が出土する交野市

神宮寺遺跡、四候畷市田原遺跡において近畿地方で最古の土器が出土している。又、枚方

市穂谷遺跡、大東市寺川堂山にも早期の士誌が発見されている。

前期には石器のみ採集された津田三ツ池遺跡が知られる。

中期には過巻文や半裁竹管文をもっ船元式土器を出土する四篠畷市南山下遺跡・交野市

星田旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の高杯形土器・深鉢形土器・注[J土器・土製

勾玉・土偶等多量の土器・石器が出土する四保畷市讃良岡山遺跡、 j青j竜古墳群においても

石銀、深鉢形土器が出土する O

弥生時代については四候畷市田原遺跡にむいて前期未の査が出土し、北河内において最

初の弥生時代の遺跡と考えられている。

中期初頭の畿内第H様式の時期に出現する高地性集落の寝屋川市太秦遺跡や、中期の畿



第 2国 清滝古墳群踊辺地形遺跡分布留

1 .打 k遺跡 9.坪井遺跡 17.四候畷小学校内遺跡

2.小路遺跡 10.忍ケ丘駅前遺跡 18.正法寺跡

3.讃良川遺跡圃ri.賛良寺跡 11.南山下遺跡 19.清滝古墳群

4.四候畷市銅鐸出土地 12.奈良井遺跡 20.国中遺跡

5.北口遺跡、 13.中野遺跡 21.木間遺跡

6.忍ケ岡古墳 14.基の堂古墳 22.龍尾寺跡

7.奈良出遺跡 15.南野遺跡 23.千畳敷遺跡

8.出l守遺跡 16.岡山南遺跡

舟第匝~第四様式には磨製石剣・磨製石鍛@炭化米や直径11.5mの巨大な竪穴式住居跡を

もっ出ノ口山遺跡が著名で、ある。 後期の畿内第V様式になると枚方市・寝屋川市・交野市

の淀川左岸丘陵上には数多く点在する。代表的なものとしては、長尾西遺跡、銅鏡や分錦

形土製品が見つかった高地性集落の鷹塚山遺跡、六角形の竪穴式住居跡が発見された山之

土天堂遺跡、鹿の絵の線刻した土器が出土した藤田山遺跡、北河内ではじめて方形周溝墓

4& 



が検出された茄子作遺跡、数多くの竪穴式住居跡及び方形周溝墓をもち、住居と墓地をV

字溝において分離した星ケ丘西遺跡、一棟の竪穴式住居跡から鉄鍛を含む53個の鉄器片が

出土した星ケ丘遺跡がそれぞれ発見され、弥生時代文化研究上きわめて重要な場所である O

古墳について見ると 8面の銅鏡を出土した万年山古墳、直径25mの円墳と考えられ銅鏡

I面・銅鍛6本・銭形石製品2個を出土した藤田山古墳、粘土構内から硬玉製勾玉、ガラス

製小玉・碧玉製管玉・鉄剣・鉄刀子を出土した交野市妙見山古墳、全長約80mの前方後円

墳で後円墳に長さ約 6.3m・幅約 1mの竪穴式石室を今なた見ることのできる忍ヶ岡古墳

がある O 前期未から中期にかけて交野市車塚古墳、枚方市禁野車塚古墳、中期には牧野車

塚古墳、四候畷市墓の堂古墳がそれぞれ確認されている。後期になると生駒山系西麓に数

多く分布する。大東市寺)11古墳群・堂山古墳群・四候畷市清滝古墳群・交野市寺古墳群・

倉治古墳群・枚方市白縫塚・比丘尼塚・寝屋川市寝屋古墳があり終未期には寝屋川市石宝

殿古墳がよく知られている。

古墳時代の集落跡としては、枚方台地には四篠畷市が大半を占めている O

四候畷市岡山市遺跡の大j幕内から切妻造りの家形植輪に五個の堅魚、木をつけたものや、

円筒梢輪・動物航輪とともに最古の木製下駄が出土している。中野遺跡においては 5世紀

後半の製塩土器や、最古型式の須恵器、勾玉、臼玉、紡錘車が出土し、隣接地の奈良井遺

跡には、石敷製塩炉及び直佳約40mの方形周溝状の祭示8;1;坊が検出し、国j幕内から多量の土

器とともに手控ね土器、人形土製品、動物土製品、滑石製日玉がそれぞ、れ一括で、出土して

いる O 又i亘J--層内から小型の蒙古野馬が同体分を埋葬されていた。

古代から中世にかけての歴史時代になると数多くの遺跡が知られている。
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国調査概要報告

今回の調査地点は、四候畷市大字清滝402番地他で、四候畷市字切図に「正法寺」と呼

び名が残る東端が対象地であった O

調査は、昭和54年2月19日から始めた O 発掘調査ヶ所が決まっている為、予定の分水路

敷中央部に 3ヶ所のトレンチを設定して遺構の保存状態及び基本的な層序の確認を行った。

区画設定は、水路敷幅(東・西)32mの中心を Eラインとして10m区画で東側から Dラ

イン・ Eライン・ Fラインと横軸を命名し、南北・縦軸は北端から 10m毎に算用数字の

011・012・013…...020をあてて区画を設定した O それ故 1区画は 100m'の面積を有する O

層序

調査地西端の Fラインの基本的層序は、上から第 I層(耕土)、第E扇(床土)、第国層

(褐色砂質土)、第N層(茶褐色砂質土)、第V層(黒褐色砂質土)、第刊層(淡褐色砂質土)

となる。各層は南から北ヘ、東から西へと傾斜し、特に遺構のベース面(第日層直と)に

おいては、南側F-018ポイントと北側F-013ポイントで約1.3mの比高差が認められた O

第I層 耕土。

第H層 床土。ほぼ南北水平に床土が置かれている。

第困層 厚さ約10cmで南から北へかなりの傾斜をもっている。染め付けの磁器類、陶器

類などが出土している O

第N層 )享さ約20~40cmで、全域に認められる。瓦器椀・土自rjî質小皿・土釜・揺鉢・練鉢

-須恵器・平瓦等が出土しており、鎌倉時代未~室町時代の包含層を削りとるよ

うに堆積している。

第V層 )字さ約20~40cmで全域に認められる。南から北へいくに従って徐々に簿くなっ

てjヨり、流れ込みによる堆積と考えられる。出土遺物としては、須恵器・土師

器・平瓦(白鳳時代布目瓦)等が出土している。平安時代の須恵器が大半を占

めている O

第vl層 !享さ約1O~50cmで、全域に認められる。 遺構のベース面を構成している O ベース

面は第四層・第四層・第V層の堆積状態と同じく南から北ヘ傾斜をもち、特に

この第日層にIlいては、南側F-018ポイントと北側F-013ポイン卜で約50

cmの比高差が認められた O この層内から平瓦及び須恵器が出土し奈良時代の遺

物包含層と考えられる。

F-016ポイントの地出直上において生駒山系産の花闘岩集石が認められた。

この花両岩集石内から平瓦及び須恵器が出土した。この集石は清滝古墳群第 2

号墳の墳丘部にあった葺石であると考えられる。
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第 1号墳(第 4図，図版11)

調査区F-Ollに第 l号墳が検出されている。 昭和53年に清滝川分水路改修工事予定地

区間の試掘調査を大阪府教育委員会文化財保護課主査堀江門也技師によって実施され、 j議

状遺構を検出されたと報告されているのがこの第 1号墳周溝であることが確認された O

第 l号墳を検出した大字清滝362-2番地の水田は、大字清滝402番地の畑地とは 1段抵

く約2.5mのよと高差で、ある O

第 1号墳西側は調査範囲外のため不明で、あるが、全体としてはほぼ円形を呈し、径は25

~26m と考えられる O マウンド土部はすでに削平されており埋葬施設を確認することはで

きなかうた。残存高は約0.3mを測る C

特にマウンド近くは、平安時代に撹乱を受けたことが周溝上層より黒色土器、土前i器等

の出土遺物から明らかである O

周j蒜の肩部は標高T ・ p ・ 36.45m 、 I幅 2~4m 、深さ 0.2~0.6m を測った O

周溝も k部が削平を受けて浅くなっているが、南周溝 (G-014，青j竜402番地)は、 li

ぼ完全な形で検出された。 南周溝内の堆積土扇は、上層から淡褐色砂質土層、青灰色砂質

土層の11民に堆積している。

青灰色砂fq土層内から須恵器査、警の器種だけが多量に出土した。これらの土器はすべ

て粉砕して投棄された状態であった。

東!習議の堆積土隠は青灰色砂質土層が堆積し、すでに L層の淡褐色砂質土層は削平され

ている o 1司J議内からの出土遺物としては、杯身.Ji泉@器台脚部がそれぞれ出土している O

須恵器翠(第11図-47)は口径44.0cm、残存高24.4cm、基音[5径32.8cmを計る。口頭部は

外電気味に外傾し、外 t方にのび、端部で外ド方に屈曲する器形をなし、口頭部に 2条の凹

線と口縁部下に 2条の凸線を有する。 3段に各 l条のi皮:[犬文を施されている。

版(第10図-30)は口縁部が欠損して不明であるが推定口径13.Ocm、残存高17圃 Ocm、基

音11{壬3.5cm、体部最大?王宮.1cmを計る。

基部の細くしまった頭部で胴部は肩がはり、器体は尖がり気味の丸底でイ本部lこ2.0X1.6

cmの円孔が穿っている。

器台脚部(第12図-56)は残存高42.0cm、脚底径27.4cmを計る。

脚部は細い筒部を呈し脚部に 2条づっの回線を 6帯付け、 6区に分けたその間に三角透

Lをおこなっており、 6区内にそれぞ、れ波j犬文を施している。

第 1号墳の 1部が字「双子城」と地元では呼ばれており、し追い伝えではこの双子塚から

古墳時代後期の家形石棺(凶版34)が出土した事が知られている O

石棺身は中野正法寺境内に、棺蓋l立国中神社参道入口にそれぞれ分離して置かれている。

棺身は凝灰岩を制いたもので¥その後の加工は加えられておらずよく保存されている。棺

蓋の部分は、棺身と同じく凝灰岩で上部は後に加工され板碑となったもので、線彫りの仏
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像が描かれている O 裏側は家形石棺の様子がよくうかがえる。

大きさ等の検討からみて正法寺の棺身と国中神社の棺蓋は l組の家形石棺である O

この家形石棺が第 1号墳丘削平時に検出されたものと推察する O

第 2号墳(第 5図，図版12)

水路敷中央部のD.Eライン 015ポイントにわいτ第 2号墳を検出した O

第2号墳は東西23.40m、南北23.50mの円墳である O 古墳の墳丘は0.35mしか残存せず、

盛土の上部は第 l号墳と同様に削平されており、墳丘部埋葬施設を確認することはできな

かった。

現存する周溝肩部は標高T.P ・ 38.70m 、幅2.3~4.3m 、深さ O. 2~0.3m を測る。

古墳の築造は、清滝丘陵を構成している黄褐色花崩岩風化土層を一部成形したとに、 2

層にわけで盛土を行なう O 表土及び床土をのぞ、くと褐自砂質土が約0.3m、その下じ淡溺

色砂質土が約0.2m積まれている O

F-015地点の第 2号墳検出ベースにおいて、花尚岩石敷が東西1.4m間隔に 3ヶ所、

南北に 1.6m間隔に 4ヶ所検出された o 3間X4間の掘立柱建物跡の根石の石敷遺構と考

えられ、花商岩石敷内から平瓦片及び須恵器蓋杯(蓋)第10図 6， lXl版19-6が出土してい

る。この瓦及び土器の形式からみて奈良時代、正法寺創建時における掘立柱建物と考えら

れ、この時期に第 2号墳を削平している O

出土遺物としては、蓋杯(蓋)第10[潟-3，図版19-3は東周溝肩部から出土している。

この資料以外すべてが周j幕内からの出土である。

南周j幕内から土壊 l基が検出されている。この土績については後に述べるが、土壌 k層

から多量の須恵器、土師器が出土している。

周j幕内の完形土器出土状況からみて、土器投fJtがグループ的な出土状況である O まず初

めに東周j幕内においては器台・装飾壷、北周溝内には壷・長頚壷・饗・高杯・鉄製万子、

西周j幕内には蓋杯・短頚壷・碧石製切子玉・円筒脱輪・馬の歯、南周J幕内には雌・蓋杯・

滑石製紡錘車がそれぞれ出土している。

西周j幕内からの馬の歯は一地点からの出土であり、歯の検出本数からみて馬一頭分にあ

たる。歯の出土する場所が他の周溝に比べ約0.2mの窪みである。烏の頭骨部の埋葬時に

土壌状に掘り込んで、いたと思われる。

この清滝丘陵とには数多くの馬の頭骨及び歯が出土している。中野遺跡にあいては、古

墳時代中期(5 i世紀後半)の馬の下顎骨や馬の歯が出土し、又中野遺跡と清滝古墳群の間

に位置する奈良井遺跡においては、 1辺部HOmの方形にめぐらす祭杷場から古墳時代後期

( 6世紀初頭)の完全な馬の骨 1頭分及び頭骨だけを土壌に埋葬している例を含めて、この

祭最E場から合計 5頭分の馬の骨及び歯が検出されている。
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第 2号墳土壌(第 5図，図版15-1 ) 

E-017地区第 2号墳周溝内に土境 1基を検出した。

2号墳土擦は東西4.3m、南北1.2m、深さ 0.6mのU字状を呈し、主軸を N-620 -W  

に土療をつくっている。

土嬢東北隅肩部から蓋杯(身)第10図 24、土壌底から蓋杯(蓋)第10図一 1，第10図 2， 

蓋杯(身)第10図 21及び高杯10図一34がそれぞれ出土したもので第 2号墳の供献土器と考

える O

第10図 24の蓋杯(身)は、内奇気味に立ち上り内傾する出面を成す。受部は上外方にの

び端部は丸い。

第10図 1の蓋杯(葦)は、口縁部がほぼ垂直に下り端部は内傾する O 天井部は高く丸い。

第10図一 2の蓋杯(蓋)は、口縁部が外下方に下り端部は内傾する段を成す O 天井部は高

く丸い。

第10図-34の高杯は、杯底部よりゆるやかに外J::方ヘひらき、杯部は底部と口縁部の境

は明瞭ではなく磨耗がひどい。脚部は脚柱部からゆるやかに裾部に至る O

大溝(第 6[えJ，図版10)

調査区南東部分、 D-018の南北方向に大海遺構が検出されている O

調査区内で、の規模は延長24m、幅北部の上段で 5m、下段で4.5mを測る O 断面は幅広

いU字形状を呈していたと考えられる。

遺構肩部の標高は、 T.P・39.10mで深さ 20cmを測る。又、南部の上段は 4.2m、下段

で3.8mで全体に南から北に少しではあるが傾斜している O 底面での南端と北端との比高

差は約10cmを測る O 覆土は褐色砂質土であり、出土遺物は土師器及び須恵器の細破片が多

く、うち須恵器杯身(第10図-22)の口径1l.2cm、器高 4.4cm、受部径15.2cmを計る O たち

あがりは、内傾した立ち Lりで端部はやや鋭く受部は k外方にのびる。底部はやや浅く平ら

である。細破片及び杯身の土器から考えて、この大溝は 6世紀中葉の遺構と考えられる。

この大溝遺構の上面層位は、第 1層耕士、第 2層床土ですぐに遺構面に達している O 水

田の小字名は馬場であり、東方の国中神社関係の馬場であろう。大溝検出面 L層内から中

・近世の陶磁器片が少量で、はあるが出土しており、大溝遺構がこの馬場と呼ばれる中・近

世において削平されたと考えられる O

この清滝丘陵のレベルは一定でなく、正法寺跡を見てもわかるように東ヘ行くにつれて

レベルも高くなっているが、 j青j竜字正法寺の第 2号墳検出の畑地と清j竜字馬場の大溝検出

の水田との比高差はあまりなく、やはり字馬場の方も約 1m程度、以前に削平したことが

{也から見てもわかる。
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第 1号合口嚢棺墓(第 7図， 図版13)

第2号墳の北側 E-014に存在する合口の嚢棺墓で黄褐色砂質土より掘り込まれた長さ

68cm、幅40cm、深さ20cmの楕円形、舟底状土壌内に土師器の婆形土器をほとんと、横位の状

態で出土した。口を北に向け長軸の方位は、 N-27'- Wで土器棺の傾角は12037ノを計る O

蓋には口径14.0cm、胸部径17.0cm、器高17.9cmの小形丸底警を用い、土器棺には口径20.8

cm、胴部最大窪24.6cm、器高37.0cmの完全な形の長胴形護形土器を用いている O この警棺

は、大きさからして乳嬰児の埋葬に使用されたと考えられる O

棺内には流入土と思われる細かく軟かい暗黄灰色土が流満していた O なお、 この棺内に

伴う遺物は全く認められなかった。又、警棺上に盛土等の施設の存在も確認できなかった。

T. P. :)8.20m 

a 

T. P. 38.20m 

b 

a 

r 
a 

b' 

第 7図 清滝古壌群第 1号合口聾棺事実測図
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落ち込み状遺構(第 8図)

調査区 F 014に落ち込み状遺構が検出されている O 規模は長さ 7.0m 、幅 a-al 1.5 

m、b-b/2.2m、深さ 0.4mを測る。底は平底に近く、全体に東から西に少しではある

が傾斜しており、底面での東端と西端との比高差は 0.3mをJ贈る O

遺構内の堆積土は褐色砂質土で、第11国-41の窒・第11図-42の黒色土器及び軒丸瓦・

軒平瓦がそれぞれ出土している O

警は口語14.6cm、胴窪20.4cm、残存高6.5cmを計る O 口縁部は「く」の字に外折して端部で

つまみ上げ肥厚する。いわゆる S字口縁をもっ形態で胴部は届球形を呈するものと考えら

れる O 次に口径22.0cm、器高 5.7cmの内黒の黒色土器で、内面に暗文が施されている。そ

の他の遺物として

は、土師器椀・須

恵器I不・褒が出土

している。

軒丸瓦について

は、正法寺第 1類

の創建寺の単弁 8

葉軒丸瓦と第 2類

aの複弁 8葉軒丸

瓦及び第 2類 aの

均正唐草文軒平瓦

及び第 7類唐草文

車干平瓦がそれぞれ

出土している。

落ち込み状遺構

南側に検出した長

辺2.2m、短辺1.3

m、jjEさ0.35mの土

壊状遺構が検出さ

れたが、堆覆土は

落ち込み状遺構と

同一の褐色砂質土

であるが出土遺物

は発見されていな1.'0 

。
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板枠井戸(第 9図，図版14)

調査地中央東部分c-015地区の小倉昇三氏所有残地に木組方形横桟形井側をもっ井戸

が検出されている O 黄褐色砂質土の地山層のT ・p.38.56mの上に立地するため、井戸

はj菜く f屈られている。

井戸の規模は、南北約 2.7m、東西約 2.4mの隅丸方形の平面を呈する O 井戸の深さは、

高所にあるため約 3.5mと深く井戸底に人頭大の花両岩 2個が置かれた状態で検出されて

いる O

横桟は二段が残っているが、下段は一辺が約1.4mに対し上段約1.6mで上下で大きさ

が異なる O井側は長さ1.2m'幅0.2mの板を、一辺に 8枚が残っていた O 縦板の上部は腐蝕

が進んでおり、長さ約1. 5~ 1. 6m はあったと考えられる O 縦板材はヒノキ材を、横桟はス

ギ材をそれぞれ使用している O

井戸の掘り方は二段掘りであり、上段において木組方形横桟形井側を下段においては素

掘であった O

井戸内は、全体にわたり黒灰褐色粘質土が堆積している。中央には径2.5~3cm、現長約

1mの先端を尖らした節をぬいた竹がさし込まれていた。又、井戸検出面において、土師i

質土器、陶器片、箸、曲物底板、漆器椀が置かれた状態で検出している。これは井戸廃棄

の際に呪術を行なった痕跡で、このような例は四保畷市忍ヶ丘駅前遺跡において、昭和51

年の国鉄片町線複線化工事に伴う調査の石組井戸についで本市 2例日の発見である。

出土した土器ー木製品としては、土師賃借で口径50.0cm、器高12.0cm、顎部1.2cm、口

縁高1.5cmを計る。口縁部は内奇しながら立ち上り端部は平面を成す。口縁部下1.5cmに

断面三角形の顎部があり端部は鋭い。口縁部内、外面には丁寧な回転横ナデ整形を行ない、

体部外面はヘラ削り調整を施されている O 胎土は密で0.1~0.5cmの白色砂粒及び小石を多

く含む、焼成は良好で、あり、体部外面から口縁端部まで煤が付着している。

次に木製品としては、漆器椀がある O 口径11.0cm、器高 4.0cmで、全体をロクロで削出し、

やや組い作りであり、ロクロ削りの稜線、漆の重塗り痕が多く見られる。内・外面黒漆地に朱漆

塗りを行なっている。曲物底板は、径12.9cm、厚さ0.4必5cαcmで

わずず、カか、に台形を呈する O 中央に0.2cmの円孔を穿つ。

箸は、径 0.5cm、長さ28.1cmで、片側を削っており、少しカーブを持っている。

これらの置かれた土器、木製品からみて井戸廃棄の時期を室町時代前半~中頃にかけて

の時期であり、井戸築造をそれより以前すなわち鎌倉時代後半とみることができる。

正法寺跡内からも石組井戸が発見されており、時期的には鎌倉時代中頃~後半にかけて

である O 寺跡出土の剣頭文軒平瓦の出土及び土器からみて、この井戸の廃棄と同時に清滝

正法寺が文献に見られるように一度廃絶したのがこの時期である O

。。
噌
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N出土遺物

概観

2基の円墳・大溝・落ち込み状遺構・板枠井戸遺構に伴って出土した遺物は、土器・石

製品・埴輪・鉄器・木製品・石器からなる。土器は、古墳時代後期の土器の他、奈良時代

~室町時代の土器類が出土していた O 大半の土器は第 2号墳周j幕内に投供された状況であ

ることから、遺物は比較的短期間のうちに堆積Lだとして把えられる。

蓋杯(第10図 1~24) (図版印--;20) 

蓋杯の蓋(1)，(3)口縁部は垂直に下り端部は内傾する段を成し、稜は断面三角形で端部は

鋭く天井部は高い。 (2)口縁部は外下方に千り端部は内傾する段をもち天井部は高い o (4)， 

(5) (7) ~(11)口縁部は下外方に下り端部は丸い O 天井部はやや高く平らである。

(6)回線端部は丸炉、がえり円は内傾ずる。中央部に擬宝珠つまみが付く O

杯身(l2)~倒蓋部の口径と同様に大形化じており、たちあがりは比較的低く内傾気味に立

ち上がっており、その端部は内傾する明日奈なfstをなしている。受吉日内面にj允線を5忍められ

る例についではオリコミ手法によるものであるといえよう O

装飾付壷(装飾部) (第 10悶26~27)(図版2 1)

口頭部は外反して上外方にのびる(26)と口縁部はやや内傾後上方にのびるGわが出土し、底

部はやや深く接合部り剥離痕が認められる O

短頚壷(第 101';<128，、第 12図的~50) (図版21，国版25)

仰)， (4~頭部の短く肩の張る患部丸底の短頚査である。 (50)口頭基部より内傾して立ち上り、

更に外反してのびたのち端部付近で外方へ屈曲するもので、成形はマキアゲ¥ ミズビキ手

法で体部の調整には回転ナデ調整が施されている。

E泉(第 10図29~31) (図版21-'22) 

間， (30)1本部の小型化で最大径はほぼM前後に求め、球形をなす。 [J頭部は基部が細くラ

ッパ状に外反し、頚端部で段をなして外反する。頚部外面及び体部(二刺突文が施されてい

る。 (31)頚基部が太く外反する長い口頭部を有する。体部は球体をなし、その最大径は{本部

高の必前後に求められる。休部及び頚部に文様は施されていない。

須恵器編年では(31HiII型式第 2段階lご、四1)，側は E型式第 3段階とみられる。

長顕壷(第10図32，第12図52)(図版22，図版24)

(32)頭基部が太く外反する長い口頭部を有する O 肩部は口頭部と約115。に聞くものと、 (52)

頚基部よりほぼ垂直にのびる口頚部があり、肩部は口頚部と約130'に開くものとがあり、

最大経は体部中位に有す。

高杯(第10図33，第10図36)(図版22)

(33)小型無蓋高杯で浅い杯部は外反する口縁体部を有し、 l条の凸線下に l条4本の波;1犬

を施すσ 倒)浅い杯部。脚柱部からゆるやかに裾部に至る。

'hlu 
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警(第11図41，第 11図44~47，第12図51)(図版23，図版24)

器形の大小から、大形墾・小形警に大別できる。

(41)口縁部が「く」の字に外折し端部で上方へつまみあげた様に肥厚する O いわゆる rs

字口縁」の形態で基部外面はヘラでナデ調整されている O 底部が欠損しているが扇球形を

呈する。

(44)口頭部は上外方にのび端部近くでやや下外方に短く下がり、更に上外方にのび内傾して

端部に至る。肩部は約115。を成して張り出す。

(45)口頭部は外写して立ち上り、口縁部下外方ヘ屈曲して端部は丸くおわる O 肩部は約1200

を成して張り出す。

(51)口頭部は上外方にのび口縁部で少し屈曲したのち上外方にのび端部でやや内傾して丸

くおわる O 肩部は口頭部と約95。を成して張り出す。肩部と体部の境で最大径を成し内考

しながら下方に下がる。外面肩部~体部%にかき日整形(7条/lcm)後平行タタキ調整(4条/lcm)

のあとスリケシナデを施している。外面体部73~底部にかけては、かき目整形後平行タタ

キ調整を施している。内面体部には円弧文・同心円タタキ調整が施される。

(46) 口頭部は外雪気味に外傾し、外上方にのび端部近くでやや下外方に矩く下り、吏に上

外方にのび内傾して端部は丸くおわる O 肩部は約 85。を成して張り出す。

頚部外面の%・%に l条の凸線、端部下方に 2条の凸線を有す O 各凸線の間にはヘラ描

文が施されている。

(叩口頭部は外考気味に外傾し、外上方にのびその端部で外下方に屈曲し、さらに外上方

にのび口縁部に至る。端部は内傾しながらのび丸くおわる O

口頭部に 2条の凹線と口縁部下に 2条の凸線を有し、その聞に I条 1本の波状文を施し

ている O

以上、衰の形態特徴について述べた O 次に手法の特徴としては、マキアゲ、ミズピキ成

形。回転ナデ調整で口頭部ハリツケを行なう。

大型空及び牟部の小型警の内面に円弧文・同心円タタキ調整が施されている O

各胎土は精良な粘土を使用され、焼成は良好で堅鍛である O

椀(第12図48)

口縁部は内写して端部は丸く、底部は平底を呈している O 最大径は H立の肩部に位畳す

るO マキアゲ、ミズピキ成形で、体部は内・外面とも回車三ナデ調整を行なっている O

器台(第12図55~56)

(55)台部は丸く口縁部でやや折り曲げて厚くしでいる O 上方に 1条 (21~25本)下に 1 条

(l5~19本)の波状文を施す。 (56)脚部には、 2 条の凹線を 6 帯付け、 6 区に分けてその聞に

三角透しを行なう。 6 区間内に 1 条~3 条の波状文をそれぞれ施す。

ヴ
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椀(第10図25)(図版21)

口径10.8cm、器高3.7cmで、全体に浅く口縁部はやや内電気味。端部は丸くおさまる。内、

外面ともにナデ調整が施される O 茶褐色を呈し、胎土は細かい O

高杯(第10図34~35，第10関37)(図版22~23)

十宛状の浅い杯部をもっ高杯である。杯部の形態には底部と口縁部が見分けられる O 底部

から直線的、あるいは内写気味にのびる杯部と脚柱部からゆるやかに広く開く裾部の脚台

にのせたもので、杯部と脚部の接合は挿入法によって行ない、接合部外面にはみ出した粘

土はヘラで掻き取っている O 調整は杯部内面はナデ

脚部t挿甫入f後麦は刷毛臼を施している O 脚柱部外面は縦方向の刷毛目の上をへラ磨き、裾部外

面をナデ調整、内面をヘラ削りをそれぞれ行なっている。

聞は脚柱部だけの出土であるが、先にのベた例制の内・外面調整については同一調整

を施している。しかし脚柱部はほとんど聞かずに、裾部で屈曲して開く形態である O

聾(第10図38，第 11図40，第 12図53~54) (図版13，図版23)

いずれも頭部から「く」の字状に外反する口縁をもつが、 (38)は肩のはらない腕部でゆる

やかな丸昧をもって重下して平底に近い o(40)， (53)は最大径を中位にもち球形丸底を呈する 0

(54)は長腕形のき警で丸底で全体に縦方向の刷毛目が施されている。 (5乱闘は合口翠棺。

片口大鉢(第11図43)(医!版23)

口径21.8cm、器高1l.6cmの大形の片口をもっ鉢である。口縁部は内考気味に立ち上がり端

部は丸くおわる。底部は平底で最大径22.6cmは上位に位置する O 内面はナデ調整、外面は

刷毛目をそれぞれ施される。

黒色土器(第11図42)(図版23)

平らな窟部から口縁部にかけてゆるやかに外傾し端部に至る。口縁部は丁寧な横ナデ、

底部に指庄痕をスリけしているが一部に指紋が残る O 外面口縁付近に炭素がみられる。

万子(図版33)

茎部長約3.2cm、茎の I福0.5~0.7cm、背部での厚さ 2mm、刃部側で1.5mm。刃区を有し、

Ii<:部での幅0.9cm、刃渡8.6cm、背の障さ 4mmを計る O 茎にl土木柄等の残痕が認められない。

他に鉄釘等の出土もある。

切子玉(図版25)

長さ22mm、径12.5mmの碧石製で、外面は腹部に稜を持つ12面体である。各面は玉を意識し

て丸昧を持たせて研磨を行ない、片方の小口面より円錐状の穿孔を行なっている。重さ4.3

9である。

紡錘車(第13図24，図版25)

外径40.5mm、孔径7.5mmの滑石製の紡錘車で、円錐台形を呈し裏面周縁部には、 2つの同心

円内に鋸歯紋の線刻が施されている O

n
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遺構に伴わない古墳築造以前の遺物としては、旧石器時代~弥生時代の石器及び縄文式

土器がある O

石鍛(第13図 1~13，第13図 16)(図版26)(図版27)

本遺跡より出土する石鍛はすべて打製である O 石材はサヌカイトを用い、大阪府・奈良

県境二上山地域に産出するものである。

石鍬は基部の形状、茎の有無を基準にして次の 3分類を行った O

Aタイプ 凹基無茎式基辺が凹むもの (1 ~ 9) 

Bタイプ 凸基有茎式茎をもつもの (l O~ll ・ 13)

Cタイプ 凸基無茎式基辺が尖るもの (12・16)

Aタイプ 凹基無茎式に最大幅が基辺にあるもの 7例、最大幅が基辺より上位にあり、基

辺にむかつて狭くなるもの 2例(3)，(6)である。

法量は、長さ 14.0mm~27.5mm、幅10.5mm~19. 5mm、厚さ2.Omm~5. Omm、重量O.4g ~2. 05 g 

である。

Bタイプ 凸基有茎式で幅広で厚身のものと幅狭で厚身のもののタイプがある。

Cタイフ。 凸基無茎式で逆刺が角をなすものと、逆刺部が角をなさず、なだらかに下る柳葉

形態を呈するものがある。

ナイフ形石器(第13図14~15)(図版27)

素材は翼状剥片で先端は尖り、基部も細く尖る。断面は台形及び三角形を呈する O

掻器(第13悶18)(図版28)

長さ 58.Omm、I幅42.0mm、厚さ 17.Omm、重量46.32gで素材は厚い横長剥片を使用 O

翼状剥片@石核(第13図 19~21)(図版28)

長さ40. 5mm~ 54 . Omm、幅4 1. 5mm~5 1. 5mm、厚さ 15. 5mm~22. Omm、重量35.27g~78.08g 

で両面又は→部に原磯面を残す。

太製蛤刃石斧(第13図22)(図版30)

基部中央で破損後砧石に転用。基部の一部分に尼の面を残す打撃痕が著しい。

叩石(第13図23)(図版30)

河原石を利用している。下端に打撃痕が残る。土端及び左右が欠損。

縄文式土器・弥生式土器(第14図)

第2号墳周辺から縄文式土器約50片、弥生式土器約10片が出土している。

(1)， (2)は肥厚した口縁部に渦巻文を施した深鉢で胎土に金雲母・角閃石を多く含む。色

調は暗褐色。 (4)は比較的器面の整えられた土器で磨消縄文が施されている o (5)は、深鉢の

肩部の破片で刻み目のある凸帯をもつもの。 (3)弥生式土器の査の口縁部で¥外反する口縁

部の端部を上下に拡張し、ヘラによる線刻を施している O

- 21-
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埴輪(第15図，図版32)

F-016地区の第 2号周溝内から出土した16個の埴輪片はすべて円筒埴輪で、実測した

埴輪は16f問中の 4例のみである。そこでここでは、形態分類よりもむしろ、その製作技法

の観察に留意して説明する。技法の詳細を知るために成形，整形，調整の 3作業に分けて

述べる。

成形作業・・ー・・粘土帯を円形に曲げて接合し、その上に粘土紐を巻きあげ突帯を付す時に指

で押えて器形をつくる作業。

整形作業・…一成形時の胎土接合部の凹凸をなくす時に指や刷毛でその部分をナデ、器形の

一部修正する作業。

調整作業・…ー内面は整形作業までで終る時が多いが、外面については突帯を含めて指や刷

毛で全体に最後にナデ調整する作業。

1.胎士は密。 0.1~0.3cmの白色砂粒を多く含み、焼成は良く、器表面は赤褐色、内面は褐

色を呈す。器外面は縦方向の疎な刷毛目調整を施しており突帯音1Iに指押え成形痕を残す0

2.胎二tは密。 O.lcm程度の白邑砂粒を器表面に多く含み、焼成は良く、内・外面ともに褐

色を呈す。径5.5cm前後の円孔を認める。器外1面は縦1j向の疎な刷毛目調整を施している O

3. 胎土は密。 0.1~0.3cmの白色砂粒を外・断面に多く含む。焼成は良く、器表面及び内

部は淡褐色を呈す。

粘土帯の接合が雑な

ため 1部重複させて

いる。器外面は縦方

向に刷毛目調整を施

寸令。

4.胎土は密。0.1--0.6

cmの白色砂粒及び小

石を多く含む。焼成

はやや粗で器表は淡

褐色、内部は赤褐色

を呈す。

器外面は縦方向の密

な刷毛白調整を丁寧

に行ない、粘土帯の

接合後指押えナデ整

形を施す。

門
ハ

Vμ

o 5 
~ 

第15図円簡埴輪搭影
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V ル〕 め宇
品

今回の調査で発見された遺構は、古墳時代後期の円墳 2基、大溝 1基、合口警棺墓 1基、

奈良時代の落ち込み状遺構、建物跡、鎌倉時代末期~室町時代初頭の板枠井戸 1基が確認

され各遺構内から豊富な各種遺物が出土した O

とりわけ、本遺跡は奈良時代前期の正法寺跡がニれまでよく知られてきたが、寺跡の東

端部に近い地域に双子塚の小字名や畑地から円筒埴輪片が採集されている。今回不良好な

がらも 2基の円墳が検出し得たことは予想外のことであり、当時の古墳のあり方について

は、四候畷市との隣接の大東市・寝屋川市・交野市においては生駒西麓斜面において古墳

築造がなされているのに対し 四候畷市の生駒西麓については急斜面な為、古墳築造は不

可能であると考えられていた O しかし、今回の調査において生駒西麓から派生する清滝丘

陵上に比較的まとまりをもった古墳群を発見することができた O

とくに、今回検出した古墳群は清滝丘陵の中央部に立地してむり、後の奈良時代に薬師

寺式の伽藍配置をもっ大寺院を建立したため、その遺存状態は各遺構とも 20~30cm程度の

痕跡となり、平面的にもその形が破壊を受けていて古墳に伴う各種遺物は周溝内からの出

土であって、主体部の検出ができなかったことは残念である。

これまで北河内における古墳群の発掘調査については、大東市堂山古墳群・交里子市車塚

古墳群の調査が実施されているが、古墳時代後期の円墳の調査が今一歩進んでいない中に

あって、本古墳群のあり方は少なからず重要な開題を提起する契機となることは必至であ

り、ここでで、今回の調査によつて得られたb成文果を

i清青j滝竜古墳群第 l号墳@第 2号墳の築造年年.代についての問題でで、あるが、周j幕内及び墳丘肩

部からの出土した土器編年からみて、第 2号墳が6世紀初頭~中頃に築造を行ない O その

後第 I号墳が6世紀終り頃に築造したものと考えられる。このことは、円筒埴輪において

も明らかである。 )I[西宏幸氏の円筒続輪総論にむいて述べられている第V期のなかで新し

く位置づけられた円筒植輪にこの清滝古墳群第 2号墳出土の円筒植輪が該当し、第 1号墳

については円筒腕輪は伴なわないことになる。

1号合口三塁棺墓の埋葬時期については、土師器窒及び長胴形警からみて第 2号墳と並行

期にあたる 6世紀中頃である。

こうした後期古墳築造年代から見て、 2基の円墳及び周辺採集の円筒埴輪等において、

この清滝丘陵には、 1111'最後の時期の古墳群として 1つの構成をもつものと考えられる O

第2に遺構に伴なわない縄文時代の遺構についてであるが、これまで知られているよう

に清滝丘陵と忍ケ丘丘陵の谷間に位置する南山下遺跡出土の縄文時代中期の遺跡と讃良川

遺跡の後期後半~晩期にかけての遺跡の空白を埋める資料として、今後この調査地区周辺

にむいて縄文時代後期の遺構が近い将来において検出されることであろう O

「司ワ
u



一方、今回出土した古墳時代遺物をはじめ、各種遺物については、詳細にその観察表で

述べているとおりである。

第 2号墳周j幕内検出の土境内一括遺物については、第 2号墳築造に際する{共献土器と考

えられ、器種も須恵器蓋杯・土師器高杯の出土である。

次に、第 2号墳周溝内から一頭分の馬の歯が出土したことについて少し述べてわきたい O

馬については、古事記，日本書紀に 6世紀の初めに河内馬飼首人荒龍の活躍したと記紀に

は書かれている。それより 1時期古い 5世紀後半において中野遺跡では馬の下顎とともに、

多量の製塩土器も出土している O 又、隣接地の奈良井遺跡において一辺約40mの方形周溝

を呈する古代祭杷遺構から、馬一体分及び頭骨がそれぞれ出土している。 馬の出土状況は、

馬一体分については→辺約 2mの板の上に横{立の状態で葬られているのに対し、頭骨につ

いては土壌を掘りその中に葬られていた Oこれらの資料と合わせて第 2号墳周溝内に馬を葬

ったものと考えられる。すなわち、 5 世紀後半~6 世紀全般には生駒西麓と古代河内湖の

間一帯には数多くの馬飼いを生業とするムラがあったことが伺うことができる O

高
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日観察表
土器

器 種 蓋杯(蓋) 蓋杯(蓋) 蓋杯(蓋)

10 - 19 10 - 19 10 - 19 
図及び図版番号

1 2 3 

土 I也 [5z 
E-17第 2号墳土墳 E-1削号墳土撲一一寸I D 時 2号証肩部

黄褐色砂質土層 黒溺色砂、質土層 褐色砂質土層

法
仁1 径 15.2 10.0 12.8 

苔ロロ百 r.:: 旨一b 5.5 4.4 5.1 

つまみ径

(口n)
つまみ高

口…車

11; 

口酬は垂直に下がつ|

下がり端部は内傾する り端部は内傾する段を た後、外寄し、端部は

自ル邑 段を成す。 )J¥i:す。 内{頃する段を成ず。

後は断面三角形を成し 天井部は高く丸い。 後はi焔lKを有し、断面

の
鋭い。天井部は高く丸 三角形で端部は鈍い。

1 
p。 天井部は高く平ら O

f政

マキアゲ、ミスビキ)j)と マキアゲ、ミスピキ

f 形 。形。

{去

の
{也は 1~11'1;.えナデ調整。 j也は [ul似ナデ制笠。

徴

胎土、密。 微妙粒を合 胎土、街。 胎士、街。 O.1-O.3cm I 
む。 焼成、良好 a 竪級。 の白色妙、粒及び 0.5cm 

!繭
焼成、良好・竪徴。 色調、以色。 の小石を合む。

色調、 :JW¥色。 焼成、良好・堅級。

考 色調、青)j~色。
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蓋杯( 蓋) 蓋杯(蓋) 宣言ー 杯 (主主)蓋杯(主主)

10 - 19 

4 

10 - 19 

5 

F-16第 2号墳周溝

淡褐色砂質土層

F-16第 2号墳「占]溝

j炎溺色砂質土層

10 - 19 

6 

10 - 19 

7 

F-15掘立柱建物跡

溺色妙、質土層

F-16第 2号墳周溝

淡体j色紗、質土層

13.8 

4.2 

13.8 

4.0 

10.2 

2.8 

1.2 

0.8 

14.1 

4.5 

口酬は、下外方に下|口縁齢、 F外方に下!日縁糊は丸い。かえ !日縁部は、内写気味に

がり端音15は丸い。 1 がり端部は丸い。 1 りは内傾して口縁端部 1 1'"外方にのび、端部は

天井部はやや高く丸い。|天井部はやや低く平ら。 1 よりやや高い。 1 内傾する段をf&す。

天井吉~は低く丸い天井二郎はやや高く平ら。

中央部にやや乎らな擬

宝珠様つまみを付す。

成

ラ
キ

へ

。

ビ

転

整

ス

回

調

、

、

対

デ
一

面

。

ナ

ゲ

外

整

転

ア

部

調

凶

キ

。

井

り

は

マ

形

天

削

他

い

九

五

高
学

キ

回

。

ビ

度

整

ス

程

。

湖

、

、

%

整

デ

面

調

ナ

ゲ

外

り

転

ア

部

削

回

キ

o

井

ラ

は

マ

形

天

へ

他

マキアゲ、 ミスビキ/i文 iマキアゲ、 ミズビキ成

形。|形。

天井部外面刷伝ヘラ |天井部外面凶中止ヘラ削

削り調整。 1 り調怒。内面中央、伊l

他州転ナテ調整。 I心i山ンブo

{也は[，，1転ナデ調整。

級竪

。

好

色

~
掛
川
良
一
以

土

成

調

胎

焼

色

m
 

ハし

内
《

υ

。

。

ハ

吋

む

綴

い

含

堅

O

L

を

、

色

1

粒

好

灰

密

砂

良

青

色

土

臼

成

調

胎

の

焼

色

m

m

 

c

c

 

q
d
R
d
 

0
 

4

0

級

ト

び

。

堅

ハ

仏

及

む

・

0

0

粒

合

好

色

密

砂

を

良

灰

、

色

石

土

山

小

成

調

胎

の

の

焼

色

m
 

ハしn'u 

o

o

 

の

む

級

ト
ム
守
口
臥
品
。

仏

を

・

色

粒

好

灰

~
信
砂
良
主
同

、
色

土

自

成

調

胎

の

焼

色

。む
の
L



器 種 蓑杯(蓋) 蓋杯(蓑) 葦杯(蓋)

10 -19 10 -19 10 -19 
図及び図版番号

8 9 10 

E-15第 2号墳周溝 F-16第 2号墳周溝 E-17第 2号墳周溝
出 土 土也 区

淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層

法
口 径 16.0 14.0 12.8 

量
器 高 4.8 4.4 3.7 

たちあがり高

(cm) 
受 部 径

口縁部は、ほぼ垂直に 口縁部は、内湾気味に 口縁部は、下外方に下

下がり端部は内傾する 下外方にのび端部は丸 がり端部は丸い。
形

、平面を成す。 天井部はやや低く平ら。Po 

態 綾は、沈線を有し端部 天井部はやや高く丸い。

の は丸く鈍い。

年寺 天井部はやや高く平ら。

{数

マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成

形。 形。 形。
手

天井部外面%回転へラ 天井部外面回転へラ削 天井部外面%回転へラ

法 削り調整。 り調整。 削り調整。

の 他は回転ナデ調整。 他は回転ナデ調整。 他は回転ナデ調整。

特

i数

胎土、密。 0.1~0.3cm 胎土、やや密。 胎土、やや組。

官漏
白色砂粒及び 0.5cm程 焼成、良好・竪級。 焼成、やや良好・主主級。

度の小石を含む。 色調、灰色。 色調、灰色。

焼成、良好・竪級。

考 色調、灰色。自然秘を

かぶる。
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蓋杯 (蓋 ) 蓋杯(身) 蓋杯(身)蓋杯(身)

10 - 19 

11 

10 - 19 

12 

10 -20 

13 

10 - 20 

14 

F-16第 2号墳厨濃

淡褐色紗質土層

F-16第 2号墳!習溝

淡褐色砂質土層

F-16第 2号境問溝

;対局色砂質土層

E-15第 2号墳周溝

淡溺色砂質土層

14.0 

3.6 

11.8 

4.7 

0.9 

14.。

11.0 

4.6 

0.9 

14.。

10.9 

5.2 

l.7 

13.4 

u縁部は、内考気味に |たちあがりは、内傾し

下外方にのび端部は丸!て立ち上がり、端部は

い。 I 狭小でやや鋭い。

天井部は低くほぼ乎ら。|受部は立ち上りとの問

l二段を成し、員吐くf:Jト

方にのび端部は丸い。

氏部は深く丸い。

たちあがりは、 hLく内

傾し端部はやや丸い。

受部はやや水平lこのび

端部は丸い。

J.t記吉liiii采く :hPo

たちあがりは、内傾し

てιち上がり、端;:f15は

やや鋭い。

受部は上外方にのび端

吉日は丸い。

!忘:'rliは深くやや平ら。

マキアゲ、ミスピキ成 マキアゲ、 ミスピキ成 マキアゲ、 ミズビキ成 マキアゲ¥ ミスピキh文

形。 形。 形。 形。

天井部外面%周転へラ 底部外面%回転ヘラ削 応部外面予三回転ヘラ自Ij 底部外面7:ir日l転ヘラ月IJ

削り調整。 り調整。 り調整。

f也は凶転ナデ調書室。 f也は回転ナデ調整。 他は回転ナデ調整。 f也は凶転ナデ調整。

胎土、密。

焼成、良好・竪級。

色調、青以色。

1
h
v
 

1
令
玄1州伊体

向

山

点

。

色

。

好

灰

富

良

黒

土

成

認

胎

焼

色

m
 

q喝
υハ

吋
む
級

ト

A

T

U

H点
。

を

・

色

粒

好

灰

密

砂

良

育

、
色

土

自

成

調

胎

の

焼

色

胎士、復。

焼成、良好・竪級。

色調、者以色。
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百舌 干重 主主杯(身) 蓋杯(身) 蓋杯(身)

10 - 20 10 - 20 10 - 20 
凶 及 び 凶 版 番号

15 16 17 

E-14第 2号墳周溝 0-15第 2号墳周溝 F-16第 2号墳周溝
出 土 土色 区

;炎溺色砂質土層 淡溺色砂質土層 ィ炎褐色砂質土層

j去
口 径 12.2 11.0 12.0 

i止 器 τ日当¥ 5.3 4.7 4.4 

たちあカfり高 1.5 1.7 1.2 
(cm) 

ヌπヲ T壬 14.8 12.8 14.2 

口縁部は、内傾後立ち たちあがりは、内傾し たちあがりは、 i人jft員し

[~がり、端部は内傾す 端部は内傾する段をhx. ぞや長く端部は丸い。

万3
る段をffJi:す。 す。 受部はやヂ [-J卜方にの

態 受部はやや上外方にの 受部はほぼ水平で び端部は丸い。

の び端部は丸い。 は丸い。 氏自15はやや深く丸い。

版部は深く丸い。 jぽi坊は深く平ら。

i政

マキアケ¥ ミズビキ成 マキアゲ、 ミズビキ目立 iマキアゲ、 ミズピキhX

形。 形。 形。
手

!応部外面%回転ヘラ削 底部外面;Ys[6J転ヘラ月Ij 底部外面;1l凶転ヘラ再IJ

法 り調整。 り調書室。 り調整。

の f也は回転ナデ調整。 f也l土凶転ナデ調整。 他は凶転ナテ調主主

特

自I

胎土、街。 0.1~O. 3 cm 日台土、 街。 !I古土、やや組。 0.1~

(務 の白色砂粒を含む。 焼成、良好・緊織。 0.3 cm程度の白色砂粒

焼成、良好・竪徴。 色調、以色。 及び O.5cmの小石粒を

色調、青灰色。
含む。

焼成、良好・堅級。

考 色調、淡黄灰色。

l氏{H)にr/Jのヘラ記号有

q
J
 



蓋杯(身) 蓋杯(身) 菱杯(身) 蓋杯(身)

10 -20 10 -20 10 -20 10 -20 

18 19 20 21 

F-16第 2号墳周溝 F-16第2号墳周溝 F-15第2号墳周溝 E-17第 2号墳土嬢

淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 黒褐色砂質土層

11.6 12.0 14.6 12.4 

4.0 4.0 4.5 5.8 

0.9 0.9 1.7 1.7 

14.4 14.4 17.0 15.6 

たちあがりは、短く内 たちあカfりは、主主く内 たちあがりは、内傾し たちあがりは、内{頃し

{頃し端部は丸い。 傾し端部はやや丸い。 端部は内傾する平面を 端部は内傾する平面を

受部は上外方にのび端 受部は上外方にのび端 成す。 成す。

部は丸い。 部は丸い。 受部は上外方にのび端 受部は上外方にのび端

1)訪日はやや浅く平ら。 底部はやや浅く平ら。 部は丸い。 音Eは丸い。

l伝部は浅く平ら。 低音11は深く平ら。

マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、 ミズピキ成 マキアゲ、 ミズピキ成 マキアゲ¥ ミズビキh>と

形。 形。 形。 形。

底部外面%回転へラ削 !底部外面~凶転へラ高Ij l底部外面%凶転ヘラ削 l底部外面~l叫転ヘラ持IJ

り調整。 り調整。 り調整。 り調整。

f也は問転ナデ調整。 他は回転ナデ調整。 他は凶転ナデ調整。 他は回車云ナデ調整。

飴土、やや組。 胎土、やや密。 0.1- 胎士、密。 0.2-0.5cm 胎土、密。 0.2-0.4cm

焼成、良好・堅級。 0.3 cm程度の白色砂粒 の白色砂粒を含む。 の白色砂粒を含む。

色調、灰色。 を含む。 焼成、良好・堅級。 焼成、良好、竪級。

焼成、良好・堅級。 色調、青灰色。 色調、青灰色。

色調、黒灰色。

q
L
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器 種 蓋杯(身) 蓋杯(身) 蓑杯(身)

10 - 20 10 - 20 10 -20 
図 及 び 図 版 番号

22 23 24 

D-18 大溝 E -'-14第 2号墳周主義 E---:-17第 2号墳土壌
出 土 地 区

褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 黒褐色砂質土層

法
口 径 11.2 12.0 9.8 

主量
器 高 4.4 4.2 4.4 

たちあがり高 1.6 0.6 2.0 
(cm) 

受 部 径 15.2 14.6 12.2 

たちあがりは、内傾し たちあがりは、短く内 たちあがりは、内等気

て立ち上がり端部はや 傾し端部は丸い。 味に立ち上り端部は内
背4

や鋭い。 受部は上外方にのび端 傾する凹面を成す。

態 受部は上外方にのび端 部は丸い。 受部は上外方にのび端

の 部は丸い。 底部はやや浅く平ら。 部は丸い。

特 底部はやや浅く平ら。 底部はやや深く平ら。

徴

マキアゲ、ミズビキ成 マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成

形。 形。 形。
手

底部外面%凶転ヘヲ削 底部外面%回転ヘラ削 底部外国%回転ヘラ削

法 り調整。 り調整。 り調整。

の 他は凶転ナデ調整。 他は回転ナデ調整。 {也は凶転ナデ調整。

特

{数

胎士、やや組。 胎土、粗。 0.1-0.5cm 胎土、密。 0.2-0.4cm

備 焼成、良好・堅徴。 の臼色砂粒及び 1cmの の百少申立を含む。

色調、白灰色。 小石粒を含む。 焼成、良好・堅級。

焼成、やや軟質。 色調、灰白色。

色調、灰白色。
考

-33-
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土 UDi 器 十対 | 装飾付査(装飾部) 装飾付蛍(装飾部) tli 長良 '<lT: 

10 -21 10 - 21 10 -21 10 - 21 

25 26 27 28 

F-16第 2号墳同溝 0-15~ 2号墳I司法 0-15第 2+j-fJtlli] i，l'i， E-17 1;ìî 2 I-; f員 1 ，'iJi，~，;

ィ炎紘j色紗 t~土層 淡補色妙、1ft土層 決紘j色紗t~土層 i炎N，j色砂 ftJ~)I;t;l

10.8 残存高 7.0 6.8 8.4 

3.7 基部怪 4.2 残存高 6.5 8.0 

{本立li径 11.2 {本自lifi 6.6 体!tlj任 5.7 {本自1¥1五 13.8 

lHぷ吉1¥は、全(本lこ浅い LJ芸員部は外Ii.し-cJ二外 LJh球部はやや内傾後 L

mVIえを是し、口械部は }jにのびる。端部欠損 タト}jにのびる。 ttji川

I村守気味に立ち卜ーがり のため不明。 メL"o

丸い。 最大径はW:HiU江の位 Ji~ 在日はやや{架く J喜合部

{本i却は、ユf且lなとド!止か 置にある O の剥離泌がみられる。

ら丸くゆるやかにのび J氏自 1\ に接合郊の剥UfÌ~船長

ては縁;t~へ続く。 がみられる。

I J頚古1¥は対く 1:5'ト万に

のび端部はAい。

{ギi'iliはなだらかにドカ0)

主主大伐を 1'.、1'0に求める。

JJ1;;;}I¥1土JL'ミ。

o
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H
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、

、
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凶
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、

笠
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役
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成

デ
キ
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ピ

の

核

拡

ズ

向

調

ミ

方

一

ア整

ナ

ゲ

不

転

ア

泌

o

凶

キ

o

郎

整

は

マ

形

体

制

他

的亙可何一ア

o

ナ

る

ー

し
も

で

と

れ
面

さ

外

施
内

が

11台之、 街。 O.1~0.6cm 胎士、倍。 O.1~0.4cm I1台士、 官。 0.1~O.3cm 11台一一士、 ~;o O.1~0.2cm . 

の白色砂粒を多く合む。 の什色砂粒を台む。 の1'1色砂粒を含む。 程度の(1色砂紋を多く

焼成、良好。 焼成、良好。 焼成、良好・己主織。 合む。

色調、赤味のある茶溺 色調、内・外・黒Jj"色。 色調、内・外県以色。 焼成、良好・!凶致。

色。 断.?!長以色。 断・茶Jj，色。 色品l、J火色。

一部自然紬かぶる。 ~ー古目白台名手自かぶる。
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時F同容明野

吾il' 車重 日泉 五泉 E泉

10 -21 10 -21 10 -22 
図及び図 版 番 号

29 30 31 

G-13第 1号墳間j幕 F-12第 1号墳周溝 E-17第2号墳周溝
出 二仁 地 区

淡溺色砂FI土層 青j氏色紗、質土層 I炎掲色妙、長土層

J去
日 f壬 (12.5) (13.0) 

fI主主t 
子支 存 ! ロ日~J 16.0 17.0 16.0 

基 fノ二マE 4.0 3.5 4.1 
(cm) 

{本部最大往 9.2 9.1 10.7 

器MI'l肩部に山線と後を 基部の細くしまった頚 口頭部は外写気味に外
もち下半に 1粂の凹線

吉15は外反しつつ外上方 上方にのび LI縁 ~}I) にiË
を絞らせ、その|羽に小

背主
円fL1と櫛状施文具に へのびる O る。 LJ縁部は欠損のた

態 よる斜{頃刺突文が施さ 内外面ともに凶転ナデ め不明。

れている。 r-l縁部は欠
による調整が施されて 頚部にやや鋭角に外 k

Ij) t員しているカ没品Jf:から

みてLl縁部と主安部の間
いる。 方にのびる。 j本却は丸

特 に械をもち霊長以J:に 2 胴音15は肩のはる O 器f本 Ll未をもち、 j4'吉15最大筏

{致
条、 ドに l条の山線に は尖がり気味の丸IJ'(で、 が中{立に{立置する。
ょっ"(3 Iメ fう子されてい

j4'd151ニ2.0X1.6cmの円 Jis; i1~ は丸j忌で、中1\1.に
るo ~J1古líJ :f~1主主↓ftlî へ

ラぼIj文。 子しを穿っている。 1'1子しを;iFっている。

… ミス吋[村アゲ ミス吋|件アゲ ミス吋

形。 形。

手
I.J妥製品1ハリツケ。 LJlli員古15ノ、リツケ。 口長良部ハリツケ。

ii長 ~lJ転ナデ調整。 {本部外面iY2ナデ調整。 ぼ郊外面[口]中止ヘラ削り

の 他はlp]転ナデ調整。 ぷH¥主。

午争 f也はl'j'iJ;ナア調整。

i~Ý' 

胎土、獄。 0.1-0.3cm 日台::t、 後九 0.5 cmの(1 胎土、宿。 0.1-O.5cm

{荷 の白色砂粒を含む。 色小石粒を含む。 の(Is砂粒を含む。

焼成、良好・堅徴。 焼成、良好・ 52級。 焼成、良好、竪級。

色調、以色。 色調、青灰色。 色調、内・外!ぷ青色。

考
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長 頚壷 高 杯 高 杯 高 杯

10 -22 10 -22 10 -22 10 -22 

32 33 34 35 

E-17第2号墳周溝 D-15第2号墳周溝 E-17第2号墳土壌 E-14第 2号墳周溝

淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 黒褐色砂質土層 淡褐色砂質土層

残存高 18.0 口径 10.4 口径 14.6 口径 13.4

体部最大径 16.2 器高 13.5 器高 10.8 器高 8.6 

脚部径 9.6 者層部径 11.3 裾部径 11.1 

脚部高 9.2 杯部高 3.3 杯部高 3.4 

口頭部は外零して上外 (杯部)口縁部は外反 (杯部)水平方向にの (杯部)浅い杯部で底

方に立ち上がり口縁部 して立ち上がり丸く至る。 びる。杯底部よりゆる 部と口車暴部の境界がな

に至る。口縁部は欠損 中位に l条の凸線を有 やかに外上方へひらく。 く、脚部から外上方へ

のため不明。 し、凸線下に l条、 4 杯部は底部と口縁部の のびて口車黍端部に吏る。

肩部は口頭部と約115. 本の波状文を施す。 境は明瞭で、はない。 底部内面はナデ調整。

にひらき気味をもって 脚部、基部細く細長く 内外面ともに磨耗がひ 口縁部付近は内外面と

下外方に下がり、体部中 外反して下がり端部は どく調整は不明。 もにミズビキに類{以し

伎に最大径を成し下内 丸い。三方には長方形 (脚部)脚柱部からゆる た回転ナデ調整。

方にのびる。 のスカシを有す。 やかに械部に至り、端 外面下半は脚部を挿入

底部は丸底である。 部はヘラ削りされ方形 した後、刷毛目を施し

にちかくとじる。杯部 ているo

マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成 との接合部に棒さし痕 (脚部)脚柱部からゆ

形。 形。 がみられる。 るやかに裾部に至り端

体部外面~へラ削り調 回転ナデ調整。
脚柱部外面は縦方向の 部はへラ切りされた方

整後、回転ナデ調整。
刷毛目が施され端部は 形にちかくとじる。

ゆるくナデ調整が行な 脚柱部外面は刷毛目の
他は回転ナデ調整。

われている。 上をへラ磨きしており

裾部外面はナデ調整。

脚柱部内面はヘラ削り。

胎土、密。 胎土、密。微砂粒を含 胎土、密。 0.1-0.3cm 胎土、密。

焼成、良好・堅級。 む。 の砂粒を含む。 焼成、良好。

色調、時灰色。 焼成、良好・竪級。 焼成、良好。 色調、黄褐色。

肩部に灰かぶり。 色調、黒灰青色。 色調、淡赤褐色。
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婆中不高キ不高種器

10 -23 

38 

10 - 23 

37 

10 - 22 
図及び図版番号

36 

E-14第2号墳周溝

淡褐色砂質土層

E-14第2号墳周溝

淡褐色砂質土層

E-17第 2号墳土壌

黒褐色砂質土層
区地土出

11.6 

8.3 

径口

器

11.4 裾部径6.7 高

径
存

部

残

脚

10.8 

高

径

口縁部高

胴部高

』同

9.1 脚部高7.8 

5.5 脚部高(cm) 量法

2.0 

6.3 

(ロ縁部)基部で外寄(脚部)脚柱部上半が中(杯部)口縁部は不明。

し、まるみをもって立ち

上がる。口縁部の中位

実の脚部で脚柱部はほ

とんどひらかずに裾部

でひろがり、脚柱部に

体部は丸底気味の平底

から外反して立ち上が

るO 脚部、基部細く細

形

に最大径をもっ。

内外面ともにナデ調整

態

撮りしめた痕跡があり

縦方向の刷毛目で端部

長く外反して下がり端の

が施されているが、内

面基部には胴部外面の

刷毛目と同じ刷毛原体

まで施されている。

内面はヘラ削りの後ナ

部に至る。

脚部に円形のスカシを

特

三方に穿っている。
徴

を用いた刷毛目が残っデ調整が施されている o

ている。

(胴部)肩のはらない胴

部はゆるやかな丸味を

マキアゲ、ミズピキ成

形。

もって垂下し、やや平回転ナデ調整。
手

底に近い。脚部ハリツケによる。法

外面は縦方向の刷毛目

が施されている。

内面はへラで削った後

部分的にナデ調整して

の

特

徴

いる。

胎土、密。 0.1-0.2cm胎土、密。胎土、密。

程度の砂粒を含む。

焼成、良好。

焼成、良好。

色調、黄褐色。

焼成、良好・堅徴。

色調、内・淡灰色。

外・暗緑色。

{庸

色調、褐色。

10X 8の黒色斑。

- 37-

断、灰色。
考



椀

23 

39 

E-14第2号墳周溝

淡褐色砂質土層

口径 14.6

器高 7.5

(ロ縁部)わずかに外

反して端部は肥厚して

丸くととる。

(体部)底部は少し平

坦な面をもつが全体に

球形を景す。巻き上げ

法によηて成形され、内

面はへラ削り後ナデ調

整を行なう。

外面は指整形の後調整

褒

11 -23 

40 

F-15第2号墳周溝

淡褐色砂質土層

口径 12.6

器高 17.5

1同径 15.6

口常設部高 3.0 

胴部高 14.5

(ロ縁部)基部でゆる

やかに外考し外上方へ

費

11 -23 

41 

F-14落ち込み状遺構

褐色砂質土層

口径 14.6

1同径 20.4

残存高 6.5 

(口縁部) ，く」の字

に外折し端部で上方へ

短くのびる。 Iつまみあけた様に肥岸

内外面ともにナデ調整|する。いわゆる 'S字

を施され肩との境にか|口縁」の形態で基部外

すかな段をもっ。 I面はヘラでナデ調整さ

(胸部)最大径を中位|れているため窪む。

にもち球形丸j怠を皇す。 I(胴部)扇球形を景す

外面は全体に細かい刷!ると考えられる。

毛目が乱方向に施され、|口縁部との接合部分は

黒 色 土 器

11 -23 

42 

E-12第 1号墳上層

淡黄褐色砂質土層

口径 22.0

器高 5.7

(口縁部)口縁付近は

刷毛の横ナデを施され

ている。

内外面ともにヘラ磨き

を調整を行なう。

(体部)底部は少く平

担な面をもっ底部外商

に指紋が残っている。

底部外面にラセン状に

ヘラ磨き。

は行なっていない。そ |内面はヘラ削り後ナデ|肥厚している。外面は | 外面口縁付近に煤が付

のため、粘土紐接合痕|調繋が施され指圧痕を |へラ削りのあとが残る。| 着内面は黒色。

がなっきり残っている。|認める。

胎土、密。 胎土、密。 0.1-0.3cm 胎土、密。 0.1-0.5cm 胎土、密。

;焼成、良好。 の砂粒を含む。 の砂粒及び小石を含む。 焼成、良好。

色調、外面・褐色。 焼成、良好。 焼成、良好。 色調、外面・褐色。

内面・赤褐色。 色調、赤茶褐色。 色調、茶褐色。 内面・黒色。

全体にススが付着。
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器 種 片 口 大 鉢 警 護

11 -23 11 11 
図及び図版番号

43 44 45 

E-17第2号墳周溝 E-15第2号墳周溝 F-13第2号墳周溝
出 土 地

区 | 淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層

口 径 21.8 口径 22.6 口径 23.0

器 高 11.6 残存高 7.3 残存高 10.0 

法 量 (cm) I体部径 22.6 

(口縁部)片口の口縁 口頭部は上外方にのび 口頭部は外考して立ち

部で内等ぎみに立ち上 端部近くでやや下外方 上がり、口縁部下外方
形

がり端部は丸くおわる。 に短く下がり、更によ へ屈曲させ端部は丸い。

態 (体部)底部は平らで 外方にのび内傾して端 肩部はほぼ120。を成し

の 最大径は上位に位置す 部は丸い。 て張り出す。

特 肩部は約115・を成して

徴
張り出す。

内面はナデ調整、外面 iマキアゲ、ミズピキ成 iマキアゲ、ミズピキ成

は刷毛目か施されてい i形。 I形。
手

法
る。

の

回転ナデ調整。

内面肩部青海波文の一

部が残る。

回転ナデ調整。

特

徴

備 綴町
虫
色茶

好

灰

密

良

薄

土

成

調

胎

焼

色

m
 

c
 

。λ
M

A
H
V
 

A

仏

む

。

色

。

含

好

褐

密

を

良

赤
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胎土、密。 0.1-0.3cm

の白色砂粒を含む。

焼成、良好・堅級。

色調、薄灰茶色。

考
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察

11 

46 

G-13第 1号墳周溝

青灰色砂質土層

口径 40.0

残存高 23.3 

基部径 23.0 

外面の%・%に I条の

凸線、端部下方に 2条

の凸線を有す。

端部は丸く肥厚する。

凸線の聞にはへラ描文

が施されている。

マキアゲ、ミズピキ成

形。

肩部内面に円弧タタキ

の一部が残る。

f也は回転ナデ調整。

口頭部ハリツケ。

胎土、密。

焼成、良好。

色調、暗灰色。

褒 椀 生豆 頚壷

11 12 12 -25 

47 48 49 

G-13第 1号墳周溝 E-14第2号墳周溝 E-16第 2号墳周溝

青灰色砂質土層 淡褐色砂質土層 淡褐色砂質土層

口径 44.0 口径 11.4 ロ f圭 6.2 

残存高 24.4 器高 10.1 器 高 6.9 

基部径 32.8 基部径 5.8 

口頭部高 1.4 

口頚部は外毒気味に外 口縁部は内奇し端部は 口頭部は基部より上外

傾し、外上方にのびそ 丸い。 方へ外考し端部は内傾
の端部で外下方に屈曲

底部は平らで最大径は する段を有す。
し、さらに外上方にの

び口縁部に至る。 上位に位置する。 肩部は約100。の角度で

端部は内傾しながらの のび、最大径は%上位

び丸くおわる O に有し底部は丸味をも
口頭部に 2条の凹線、

口縁部下に 2条の凸線
つ。

を有す。その聞に I条

1本の波状文を有す。

マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、ミズピキ成

形。 形。 形。

回転ナデ調整。 底部外面回転へラ削り。 体部内面%無調整。

口頭部ハリツケ。 底部と体部の境界約1.5 他は回転ナデ調整。

cmはへラ削り調整。

f也は内・外商とも回転

ナデ調整。

胎土、密。 I胎土、密。 0.1-0.3cm I胎士、やや密。 0.1-

焼成、良好・堅級。 Iの白色砂粒を含む。 I0.2cmの白色砂粒を含む。

色調、内・外灰黒色。 I焼成、良好・竪級。 I焼成、良好・堅徴。

断、灰色。 色調、灰色。

- 40-

色調、内・灰青色。

外・日音青灰色。

断、灰茶色

底部にへラ記号〔穴〕



器 長頚宝査f垂 短頚査 婆

図及び図版番号
12 -25 

50 

12 -24 

51 

12 -24 

52 

出土地区
E-14第 2号墳周溝

淡褐色砂質土層

E-15第 2号墳周溝

淡褐色砂質土層

F-15第 2号墳周溝

淡褐色砂質土層

法 量 (cm) 

口径 8.0

器高 13.5

f本部径 14.6 

口径 14.4

器高 20.3

基 部 径 11.0

口頭部高 3.5 

残存高 12.5

基部径 6.8

体部最大径 12.9 

庁長

態

の

口頭基部より内傾して

立ち上がり、更に外反し

てのびたのち、端部付

近で外方へ屈曲して明

瞭な端部の丸い稜を呈

し鈍い後を有して端部

で直立する。端部は丸

しミ。

口頭部は t二外方にのび

口縁部で少し屈曲した

のち上外方にのび端部

でやや内{頃する。立高音~

は丸い。

肩部は口頭部と「く」

の字形を成して下外方

に Fり肩部と体部の墳

で最大径をf&し内考し

特 !肩部は外下方に張り 11'， Iながら下方lこFがる。

す。底部は丸!広を呈し l底部は丸く不安定。

徴 l外上方にのび肩部に至

る。

体部最大径は上位に{立 I7移。

置する。

マキアゲ、ミズピキ成

内面体部7:í~外出、口

手

法

。〉

特

徴

マキアゲ、ミスビキ成

形。は縁部ハリツケ O

民部外面回転ヘラ削り

調整。内面叩きの痕跡、

あり。

{也は回転ナデ調整。

口頭部は、基部よりほ

ぼ垂直にのび口縁部は

欠損。

)育部はゆるやかに下外

方にドがり、最大任は{本

部上位に有し 1条の凹

線を有す。

底部は丸日未をもっ O

縁、口類部回転ナデ。

外面肩[部~体部%かき

目調整(7条/lcm)後乎 |マキアゲ、ミズビキ成

行タタキ調整 (4条/lcm)I形。

のあとスリケシナデ。 Ij本部外面ナデ調整。

外出体部%~底部にか l他は回転ナデ調整。

けでかき目調整後乎行

タタキ謂整。内面体部

%~底部に円弧文・同

心円タタキ調整。

1蒲

考

胎土、 560

焼成、良好・堅級。

色調、灰色。

胎土、密。

焼成、良好・堅級。

色調、内・外、灰白色。

断・灰色。

外面頚部に 2本のヘラ

記号

胎土、組。 O.1~0.3cm

の白色砂粒及び0.5cm 

の小石粒を含む。

焼成、良好・堅級。

色説、内・灰色。

外、断・白灰色。
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婆 要 器台(台部) 器台(脚部)

12 12 12 12 

53 54 55 56 

E-14 合口婆棺墓 E-14 合口饗棺墓 D-15第 2号墳周溝 G-13第 1.'号墳周溝

黄褐色砂質土層 黄褐色紗質土層 淡褐色砂質土層 青灰色砂質土層

口径 14.0 口径 20.8 口径 36.0 残存高 42.0 

器高 17.9 器高 37.0 残存高 11.5 脚底径 27.4 

1向径 17.0 』河 f壬 24.6

(口縁部) iく」の字 単純に外反する口縁部 台部は上外方にのび中 脚部 i;J:車問しミ筒部で基音~

に外折し、外上方へひ で端部は丸い。 位に l条の回線を有す で大きく内写して聞き

ろがる。胴部との接合 外面にナデ調整が施さ る口縁、{本部を有する。 端部は内傾する平面を

部の外面に縦方向の刷 れている O 外下方に屈曲し外断面 目見す。

毛目がナデ調整の間に 胸部は胴長の器i本で丸 は凸状をなす。 脚部には 2条づつの凹

残在する O 底。 中f立凹線の上方に l条 線を 6帯付け、 6区に

(腕部)最大筏を肩に 全体に縦方向の刷毛目 (21 ~25本)下に 1 条(1 5 分けていてその間に三

有する球形の丸底。 が施され、内面はヘラ ~19本)の波状文を線 角透しを£こなってい

最大径より下に乱方向 出Jjりののちナデ調整が す。 る。

の刷毛目が施され、内 方包されている。 液状文は上から2条 (5

面はナデ調整。 本、 7本)， 3条件本、

6本、 6本)， 1条(19

本)， 2条 (11本、 16本)

1条 (35本)を数える。

マキアゲ、ミズピキ成 マキアゲ、 ミズピキJj)(:

形。 形。

回転ナデ調整。 外語かき目調整後j皮;1犬

底部近くに平行タタキ 文を施す。

をB包す。 内面ナデ調整。

胎土、密。

焼成、良好。

色調、黄灰褐色。

胎土、密。

焼成、良好。

色調、黄灰褐色。

宇む
A
A
7
口

。

枝

川

淵
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U
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E
灰
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、
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の
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色調、外青灰色。

内灰かぶり。

断灰白色。

内・断灰色。
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阪時守~

石器

図版 名 干か 法量 (mm) 重量 (g) 形態 調整 出土地区

13-26 石 ま族 長さ 17.5 0.5 。先端は鈍い。 OA面は調整面よりなり中央に E-12 

幅 15.0 鏡が通る o 0 A面左側辺の剥離はほぼ一定で整

厚さ 2.0 っている。 O両側辺でスラップ状を呈する。

13-26 石 鍛 長さ 19.5 0.6 O先端は鋭い。 O側辺は真直にのび逆刺は細長 C-15 

2 幅 14.5 く鋭い。 O基辺は台形状に深<[Il]む。 oA商は

厚さ 3.0 右方に打点を持つ主要都j箇で周辺に小さな調整

剥離を施す。 o先端部から基部にかけて鏑が通

る。 o細かな鋸歯状を呈する。

13-26 石 鉄 長さ 14.0 0.45 O先端は鋭い o 0 A面は調整部よりなり中央に C-15 

3 lt話 13.5 錆が通る。 08面右側に左方打点を持つ大事j離

)享さ 3.5 面が残る o 0基辺のおj離は小さい。

13-26 石 鉄 長さ 21.0 0.4 。小型。 o同平面共に調整剥離は全体におよび F-12 

4 申話 10.5 特に A面では整っている。 o両平面中央に錆が

厚さ 2.5 通る。 o友逆刺に比べ右逆刺は鋭く、又長いと

考えられる O

13-26 石 鍛 長さ 17.0 0.55 O逆刺は鈍い。 o中央に大剥離面が残る。 o両 G-13 

5 幅 13.5 側辺共に剥離は小さく中央にのびない。 o右傾IJ

)'1-さ 2.5 辺の剥再生は急、角度に入っている o 08面は都Ijf維

は小さく中央にのびない。

13-26 石 鍛 長さ 18.0 1. 45 OA[百基部中央に大きく打ち欠き。 08面は調 E-17 

6 幅 16.5 整面からなる。 o右側辺上半は深いステ yプ状

厚さ 3.3 を呈し基部右に大剥離面が残る。。雨明IJ辺の逆

刺部分は磨滅。

13-26 石 鍛 長さ 23.5 1.07 。両平面共に調繋剥離は全体にわよび両面共に F-14 

7 幅 19.5 鏑が通るが、ステ yプ:[犬を去する剥j離が混在す

厚さ 2.5 るo 08面左側辺沿いには更に細かな調整剥離

が施されている o 0両側辺の逆刺部分は磨耗。

13-26 石 ま脹 長さ 27.0 1.02 。両平面共に調整剥離は全体におよび、特に A E-15 

8 幅 18.5 甑は整っている。 o両王子面中央に縞が通る。 o

厚さ 2.5 左逆刺に比べ右逆刺は細〈長い O

一一一

- 43 



図版 名 称 法量 (mm) 重量 (g) 形態 調整 出土地区

13-26 石 鉄 長さ 27.5 2.05 OA面の先端部から基部にかけて細長く大剥離 E-14 

9 幅 15.0 面が残る。 O両平面共に剥離面の大きさはほぼ

厚さ 5.0 そろっている。 O基部に最大厚あり。

13-26 石 鍛 長さ 37.0 3.54 0大型。 0幅広。 0薄い。 O両面共に押庄剥離 F-13 

10 幅 17.5 が施され揃った剥離面よりなる。 oB面基部中

厚さ 5.5 央に太剥離面残存。 O両側辺部には車聞かく揃っ

た押圧剥離が施される。 0鏑は両面共通る。 O

逆刺のエァジは磨滅。 O先端は A面側へ折れ欠

損。

13-26 石 鎌 長さ 38.5 2.37 O大型。 0細身。 O厚みがある。 O基部で最大 0-15 

11 幅 13.5 厚を浪uり、先端にゆくにつれて薄くなる。 O全

厚さ 5.0 体に了寧な剥離が施され、剥離面は揃っている。

O両面ともに鏑が通る。 0側辺は鋸歯状を呈す。

13-26 石 鍛 長さ 30.5 1.72 O幅広。 O薄い。 O両側辺は「く」の字形に屈曲 0-14 

12 申直 16.5 する。 O先端部はややふくらみ気味で基部は直

厚さ 4.0 線的である。 O両面とも薄い調整剥離。 O両面

とも両側辺にうすいステップ状剥離面が残る。

O両側辺のエッジは磨滅。

13-26 石 鍛 長さ 81.0 9.34 O大型。 0細身。 O厚みがあり基部で最大厚を F-16 

13 幅 17.5 測る。 O両面ともに剥離は中央部までのび大和j

厚さ 8.0 離面を留めず。 0鏑は両面とも明瞭で、ある。 O

剥離面は揃っている。 0側辺のエッジは磨滅し

ている。

13-27 ナイフ形 長さ 32.5 1.05 O素材は翼状剥片。 O両面に夜線をもっo 0先 E-14 

14 石器 中高 9.0 端は尖る。 0基部は細く尖る。 O原磯面を残す。

厚さ 2.0 O断面は台形。

13-27 ナイフ形 長さ 44.0 1. 70 O素材は翼状剥片。 0稜線に打撃痕あり。 O先 F-16 

15 石器 幅 8.0 端は尖る。 0基部は細く尖る。 O刃部はやや外

厚さ 5.0 写する。 O背部調主主は両面からおこなわれ、調

整痕あり。 O断面三角形。

L 一一 一
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F 

図 版 名 称 法量 (mm) 重量 (g) 形態 調整 出土地区

13-27 石 鍛 長さ 23.5 0.7 0柳葉形を呈す。 OA面は両側辺より調整剥離。 E-12 

16 幅 8.5 OB面中央に大剥離面残存。 OA面両側辺にス

厚さ 2.0 テ yプ状を呈す。 O両側辺ともジグザグを呈す。

13-28 翼状最j片 長さ 50.0 43.0 O上端部の刃縁が内写する。 O両面とも大剥離 F-14 

17 幅 43.5 が施されている。

厚さ 15.5 

13-28 掻 器 長さ 58.0 46.32 O素材は厚い横長剥片。 D-18 

18 取直 42.0 O万部は、 A面側から急、角度に調整している。

厚さ 17.0 

13-28 翼状剥片 長さ 54.0 78.08 O素材は平行四辺形な磯。 o両面に原磯面あり。 C-14 

19 石核 幅 51.5 O下端の大きな剥離は、破損後両面倒から打撃

厚さ 22.0 をおこなっている。

13-28 翼状剥片 長さ 40.5 35.27 O不整形。 oA面に剥離面と原機面あり。 E-15 

20 石核 申話 41.5 0打面は平担。

厚さ 16.5 

13-28 翼状剥片 長さ 50.0 43.0 O下端部の刃縁が内幸ぎする。 OAi百左端部に原 F-15 

21 幅 43.5 磯面を残す。 O断面は変形な平行四辺形。

厚さ 15.5 

13-30 太型蛤刃 長さ 40.0 72.2 O基部中央で真横に破損後、高占石に転用。 O基 E-15 

22 石斧 幅 50.5 部は一部分に元の面を残すが打撃痕が著しくそ

厚さ 27.0 の周囲に剥離もみられる。

13-30 日p 石 長さ 57.0 165.32 O河原石。 O打撃痕が下端に残存。 O上端及び E-17 

23 幅 57.5 左右が欠損。

厚さ 30.0 

13-24 紡錘車 外径 40.5 33.4 O完形。 O円錐台形を呈し、側面は垂直に下がる。 E-17 

24 子L径 7.5 (幅 3~ 4mmlo 0 A面傾斜面には中心より放射 第 2号墳

厚さ 13.5 状にのび、側面では稜線と直交する方向に表面 周 溝

が削り取られている。0側面の研磨は横方向であ

るo0 B面周縁部には、 2つの同心円内に鋸歯

紋の線刻が施されている。
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1.第2号墳埋葬施設 2.第2号墳土器出土状況
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